
知ってやくだつ法律相談知ってやくだつ法律相談

活
性
化
す
る
時
期
を
狙
っ
て
、
規
定
量

10
ア
ー
ル
当
た
り
３
０
０
ℓ
を
株
元
中

心
に
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
モ
ン
ガ
リ

ッ
ト
粒
剤
は
低
温
期
に
処
理
す
る
と
生

育
遅
延
等
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
使
用

時
期
に
注
意
が
必
要
で
す
。

１
回
目
：
９
月
下
旬
～
10
月
上
旬

　
（
平
均
気
温
が
20
℃
を
下
回
る
時
期
）

２
回
目
：
１
回
目
の
消
毒
後
１
～
１
か

　

月
半
後

（
３
）
土
壌
消
毒
の
実
施

　

薬
剤
で
土
壌
消
毒
を
行
い
、
土
壌
中

の
病
原
菌
密
度
を
下
げ
ま
す
。
消
毒
の

際
は
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
で
被
覆
し
、
処

理
効
果
を
高
め
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

本
病
原
菌
は
、
土
中
に
独
占
的
に
な

る
と
激
増
す
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
他

の
様
々
な
菌
が
存
在
す
る
と
菌
の
競
合

が
起
き
、
活
性
化
し
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
消
毒
後
は
、
ね
ぎ
を
作
付
す
る

前
に
、
イ
ネ
科
や
ア
ブ
ラ
ナ
科
作
物
の

栽
培
や
、
窒
素
分
の
少
な
い
完
熟
堆
肥

の
投
入
、
微
生
物
資
材
の
施
用
を
行

い
、
ほ
場
の
菌
層
を
整
え
ま
す
。

ね
ぎ
黒
腐
菌
核
病
対
策

に
つ
い
て

表１　黒腐菌核病の農薬例（令和2年8月1日現在）

表２　ネギ黒腐菌核病の主な土壌消毒剤（令和2年8月1日現在）

作用機構
分類

（FRACコード）
農  薬  名 希釈倍率

・使用量 使用方法 使用時期 本剤の
使用回数 散布液量

3（G1） モンガリット粒剤 ６㎏ /10a 株元散布
生育期

（ただし収穫
14日前まで）

３回以内

7（C2）

パレード20フロアブル 2,000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 300リットル/10a

アフェットフロアブル 1,000~2,000
倍 株元灌注

生育期
（ただし収穫
14日前まで）

２回以内 １リットル/㎡

12（E2） セイビアーフロアブル20 1,000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 300リットル/10a

作用機構
分類 農  薬  名 希釈倍率

・使用量 使用方法 使用時期
/使用回数

8（他）
8A

ディ・トラペックス
油剤

30 ～ 40ℓ
/10a

ほ場を耕起・整地した後、所定量
を深さ12 ～15㎝に注入し直ち
に覆土・鎮圧する。薬剤処理7～
14日後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで

/１回

8Ｆ
M03（M）

ガスタード微粒剤
または

バスアミド微粒剤
30 ～ 60ℓ

/10a
本剤の所定量を均一に散布して土
壌と混和する。

は種又は定植の
14日前まで

/１回

8F キルパー 原液として
60ℓ/10a

所定量の薬液を土壌中約15㎝の
深さに注入し直ちに被覆または覆
土・鎮圧する。

は種又は定植の
10日前まで

/１回

１ 

病
原
菌
の
特
徴

２ 

防
除
対
策

　

ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て
、
黒
腐
菌
核
病

は
、
古
く
か
ら
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

る
病
害
で
す
。
連
作
等
に
よ
る
病
原
菌

の
増
加
や
気
象
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
、

近
年
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
単
独
の
対
策
で
十

分
な
防
除
効
果
を
得
る
こ
と
は
難
し
い

た
め
、
土
壌
消
毒
や
耕
種
的
対
策
、
ね

ぎ
生
育
期
の
薬
剤
処
理
を
組
み
合
わ
せ

た
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

適
期
に
効
果
的
な
対
策
を
実
施
し
、

安
定
し
た
ね
ぎ
生
産
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
比
較
的
に
低
温
を
好
み
、
発
育
適
温

は
15
～
20
℃
で
す
。
気
温
が
10
℃
前

後
の
時
に
激
し
く
蔓
延
し
ま
す
。（
25

℃
以
上
で
は
発
病
し
に
く
い
）

②
被
害
部
分
に
形
成
す
る
大
量
の
菌
核

が
土
壌
中
に
残
り
、
長
年
に
わ
た
り

伝
染
源
と
な
り
ま
す
。

③
排
水
の
悪
い
ほ
場
や
ｐ
Ｈ
が
低
い
ほ

場
で
は
、
発
生
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。

（
１
）
排
水
対
策  

　

ね
ぎ
は
過
湿
に
弱
く
、
大
雨
が
降
り
、

ほ
場
に
水
が
停
滞
す
る
と
根
痛
み
を
起

こ
し
ま
す
。

　

ほ
場
に
額
縁
状
に
明
き
ょ
を
掘
り
道

路
等
の
ほ
場
周
囲
か
ら
の
雨
水
の
流
れ

込
み
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
降
雨
後
の
畝

間
の
停
滞
水
を
速
や
か
に
排
水
路
に
落

と
し
ま
し
ょ
う
。（
写
真
）

（
２
）
薬
剤
に
よ
る
防
除

　

黒
腐
菌
核
病
の
生
育
温
度
に
合
わ
せ

て
、
農
薬
に
よ
る
体
系
防
除
を
行
い
ま

す
（
表
１
参
照
）。

　

土
寄
せ
作
業
が
進
む
と
、
薬
剤
が
ね

ぎ
の
茎
盤
部
（
根
本
）
に
届
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
こ
の
病
害
に
対
す
る
薬
剤

防
除
は
、
茎
盤
部
ま
で
し
っ
か
り
と
薬

液
を
届
か
せ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
農
薬
の
使
用
基
準
に

示
さ
れ
た
薬
液
量
を
適
期
に
、
確
実
に

処
理
し
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
定
植
後
、

根
が
活
着
し
、
黒
腐
菌
核
病
の
菌
糸
が

写真　畝間と額縁明きょを繋げた例


